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研究⽬的：障害児等⽀援における学校と放課後等デイサービス事業所（放デイ）の連携の実態について
調査を通して、明らかにすること

研究成果：⽂献調査から、連携の必要性は認められており、学校と放デイにおける連携が確認された。主な連携内容として
は、送迎時や対⾯での情報共有が⾏われている。しかし、⽀援計画を活⽤した連携に⾄っている報告は少なかっ
た。連携の困難な理由について、⼀部の研究では、時間的制約などが指摘されている。⼀⽅、モデル事業として
組織的な取組も確認され、個に依存しない組織的な取組の必要性が⾒出された。

３．学校と連携した取組の実態１．放デイの意義

２．放デイにおける取組 ４．県内における放デイの取組

・放課後等の活動の保障
仲間づくり
体験

・発達の保障
・保護者⽀援
・地域づくり 等

・2012年に法制化
・事業所数は年々増加
・⾃⽴⽀援、創作活動、地域交流、余暇活動
・専⾨職の配置

→効果的な取組が認められる⼀⽅、全国的に
取組内容に偏り、県内では設置個所に偏り
がみられる。

・連携の必要性が認められている
・特別⽀援学校と放デイとの連携は多い
・送迎、電話、連絡帳、交流、会議等

→ 利⽤に関わる情報の伝達は⾏われ
ているが、ケース会議の開催や特
に⽀援計画書を共有した連携は限
定的。

県内の放デイへのインタビュー調査を計画
しております。

当⽇のコンベンションでは、経過を報告し
たいと思います。

※本研究は、「TSUNAGIプロジェクト連携事業」で佐賀県と共同で⾏っております。


